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１. はじめに 

審査官と利害関係者（出願人等）の間における協力を促進すると共にプロセキューションをコンパクトにするため

の継続的努力の一環として、Final OAに対する応答後の審査官による更なる再考時間を確保するパイロットプログラ

ム（After Final Consideration Pilot (AFCP)）2012年 3月 25日～2013年 5月 18日まで）が試行されました。 

 

USPTOは、AFCPの試行により、Final OA後に Notice of Allowanceの発行件数を増加させると共に、RCEの請

求件数を減少させることを意図していました。 

 

特許出願の場合に認められる再考時間はいずれも 3時間です。再考時間を利用して、審査官は、限られた時間内で、

Final OA後の出願人の応答内容を十分に検討し、必要ならばサーチを行い、本願クレーム発明が特許可能状態にある

かどうかについて専門的な判断を下しました。 

なお、審査官は、出願人との間で個人面談を行った場合、特許出願の場合には AFCPに 2時間使用したと申告する

と共に 1時間を個人面談に使用したと申告していました。 

 

このたび、USPTOは、前回の試行プログラムよりも効率的かつ効果的な内容を備えた After Final Consideration 

Pilot 2.0 (AFCP 2.0)の試行を 2013 年 5 月 19 日から開始したことを官報において公示しました（78 Fed. Reg. 

29117*1）。なお、AFCP 2.0の試行期限は、2013年 12月 14日後*2、2014年 9月 30日まで更に延長されます。 

 

【全５頁】 

 

 

                                                   

*1 LINK: http://www.patentspostgrant.com/wp-content/uploads/2013/05/2013-11870.pdf  
*2 Link: http://www.uspto.gov/patents/init_events/afcp.jsp  

USPTOが After Final Consideration Pilot (AFCP) 2.0の試行を再延長 


